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《令和二年度入学式の記録》令和二年度新入生へ向けた祝辞

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
々
に
も
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
防
止
の
た
め
、
誠
に
残
念
な
が
ら
入
学
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
晴
れ
て
専
修
大
学
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

　

大
学
は
、
ど
こ
の
大
学
に
入
っ
た
か
で
は
な
く
、
大
学
で
何
を
し
た
か
が
問
題
で
す
。
高
校
ま
で
の
偏
差
値
は
、
一
つ
の
評
価
基
準

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
大
学
で
の
評
価
は
、
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
問
題
を
発
見
し
、
自
ら
問
題
を
解
決
す

る
力
が
あ
る
か
で
す
。
主
体
的
に
勉
学
し
、
自
分
の
得
意
と
す
る
分
野
を
伸
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
展
望
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

専
修
大
学
の
歴
史
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
創
立
さ
れ
た
専
修
学
校
に
始
ま
り
ま
す
。
幕
末
の
動
乱
を
生
き
残
っ
た

創
立
者
た
ち
は
、
太
平
洋
を
渡
っ
て
、
エ
ー
ル
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
約
八
年
の

間
、
近
代
の
学
問
を
修
得
し
、
帰
国
後
直
ち
に
専
修
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
創
立
者
た
ち
は
、
高
等
教
育
に
よ
っ
て
社
会
の
屋

台
骨
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
熱
き
思
い
を
持
っ
て
専
修
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
専
修
学
校
は
、
法
律
と
経
済
を
日

本
語
で
教
授
す
る
学
校
と
し
て
わ
が
国
で
最
初
の
も
の
で
し
た
。
明
治
期
の
五
大
法
律
学
校
（
専
修
、
法
政
、
明
治
、
早
稲
田
、

中
央
）
の
時
代
に
は
、「
黒
門
の
専
修
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
黒
門
は
、
現
在
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
角
に
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
４
０
年
記
念
館
（
神
田
一
〇
号
館
）
に
あ
る
「
黒
門
ホ
ー
ル
」
の
名
称
は
、
専
修
大
学
の
歴
史

を
顕
彰
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
伝
統
あ
る
専
修
大
学
に
お
い
て
勉
学
す
る
こ
と

に
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
日
々
研
鑽
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
二
年
度
新
入
生
へ
向
け
た
祝
辞

日
　
髙
　
義
　
博

（
学
校
法
人
専
修
大
学
理
事
長
）
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こ
の
四
月
か
ら
は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
、
経
済
学
部
で
は
三
学
科
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
九
月

に
は
、
創
立
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
学
は
、
創
立
以
来
、
幾
多
の
苦
難
に
も
め
げ
る
こ
と
な
く
、
有
為
な
人
材
を
多
数
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。
創
立
者
た
ち
の
熱
き
思
い
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」
に
集
約
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
社
会
知
性
の
開
発
」
を
掲
げ
、
建
学
の
精
神
の
具
現
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
も
専
修
人
と
し
て
建
学
の
精
神
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
勉
学
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
自
分
の
得
意
と
す
る
分

野
に
お
い
て
力
を
発
揮
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
私
の
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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